
第 19回孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム幹事会  

議事次第 
令和６年４月 17 日（水） 

１７：００～１８：００  

（オンライン開催 ）  

１．開会 

２．新年度異動等による挨拶 

（１）江浪室長ご挨拶 

（２）孤独室着任者ご挨拶 

（３）調査研究事業受託者（事務局）ご挨拶 

３．報告事項 
（１）分科会等 

・分科会１（R5「つながりサポーター」養成の検討結果、4/17担当幹事会） 

・分科会２（3/25担当幹事会） 

・分科会３（４月担当幹事会及び令和６年度の実施予定について） 

（２）その他 

 ・孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による特色ある取組の推進について 

 ・孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和５年）調査結果について 

４．議題 

（１）令和６年度シンポジウムについて 

５．その他 

６．閉会  
 
【配付資料】 
資料１   分科会 1幹事団体打合せ資料 

資料２   分科会２の今後の進め方について（案）（3/25担当幹事会資料） 

資料３   分科会３幹事団体打合せ資料 

資料４   「孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による特色ある取組の推進」に

ついて 

資料５   「孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和 5年）調査結果のポイン

ト」 

資料６   令和６年度シンポジウムについて 

参考１   令和 5年度シンポジウム事後アンケートまとめ 

参考２   令和 4年度シンポジウム、5年度総会等アンケートとりまとめ 



分科会１幹事団体打ち合わせ アジェンダ 

2024 年 4 月 17日（水） 
14 時 00 分～15 時 00 分 
オ ン ラ イ ン 開 催

■本日の打ち合わせ趣旨
①つながりサポーター養成にかかる令和５年度試行実施結果に関する報告
②分科会１の進め方について

□①つながりサポーター養成にかかる令和５年度試行実施結果に関する報告
・令和５年度の試行実施結果に関するご報告
（内閣府孤独・孤立対策推進室 参事官 松木 秀彰）

□②分科会１の進め方について
・次回の分科会１の日程および進め方案について、事務局よりご説明
（内閣府孤独・孤立対策推進室 参事官 松木 秀彰）

■次回打ち合わせ
・４月下旬～５月上旬 分科会１の開催
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分科会１の進め方について 

 
 
■開催日程（案） 
 令和６年４月下旬～５月上旬頃における開催を想定 
 
■開催形式 
 オンライン 
 
■開催内容（案） 
１ 開会 
２ 議題 
（１）経過説明 
・令和５年度におけるつながりサポーター養成講座の試行実施に関する報告 
・令和６年度におけるつながりサポーター養成講座の本格実施に向けた共有 
（２）意見交換 
（３）その他 
３ 閉会 

 
■会議資料（案） 
・令和５年度におけるつながりサポーター養成講座の試行実施に関する報告概要  
・令和６年度におけるつながりサポーター養成講座の本格実施に向けたスケジュール案  
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分科会２の今後の進め方について（案） 

１ 分科会２のテーマ 

「きめ細やかな支援や、地域における包括的支援に向けた行政（国、地方）・

民間・NPO 等の役割の在り方」 

多様な主体が当事者や家族等への支援に関わることにより、切れ目なく息

の長いきめ細かな支援や、地域における包括的支援を推進するため、各主体

の役割や責務、各主体間の連携の在り方を整理。 

幹事団体 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会全国社会福祉法人経営者協議会 

認定特定非営利活動法人 日本ＮＰＯセンター 

一般社団法人 生活困窮者自立支援全国ネットワーク 

目標 

①「切れ目なく息の長いきめ細かな支援」の概念整理、主体間の認識共有

②「地域における包括的支援」の概念整理、主体間の認識共有

③（①②のファクトや議論を整理した上で、）国・地方・民間企業・NPO、社協等の各主体

の役割・関わり方の概念整理

④各主体間の連携の姿の提示

⑤重点計画の施策・事業の運用改善（効果的な連携・組み合わせ）の例示

⑥（③④を踏まえて）足らざる支援の分野・主体の明確化、それを埋める方策の立案

２ これまでの分科会２の取組 

 担当幹事会や分科会での検討を経て、令和４年 11 月に、上記の目標の①

～④について中間整理を実施。その際、目標⑤・⑥については、引き続き議

論とされたところ。 

３ 今後の取組方向 

● 中間とりまとめ以降、予算事業を通じて、中間支援組織や個別 NPO 向け

のモデル調査や地方版官民連携プラットフォームの構築など現場レベル

の孤独・孤立対策の取組が本格化。また、全国版官民連携プラットフォー

ムにおいて、官民・民民連携による特色ある取組を収集中。

● これら現場での実践的な活動について、中間とりまとめで整理された支

援や連携の方向性に沿ったものであるか、また足らざる支援が必要かど

うかなど把握することが重要。

● このため、現在実施中の２つのモデル調査の報告書が完成する本年４月

以降に、地方自治体をはじめとした全国への取組モデルの横展開も兼ね
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て、分科会を開催。分科会では、モデル調査における実践事例や取組を通

じて得られた成果や課題等を紹介するとともに、参加者から現場の取組

への評価や改善点、足らざる支援等について意見を求める。 

 

● ６年度以降、取組の進捗状況等を適宜報告しつつ、継続議論とされてい

る目標⑤・⑥を含め、議論を深め、現場での実践活動が軌道に乗ったしか

るべきタイミング（７年度あたり？）で、最終とりまとめ（あるいは改訂）。 

 

４ 分科会の内容 

（１）現場での実践活動の報告【孤独室説明】 

① NPO 取組モデル調査 

 ・事業概要・取組団体 

 ・代表的取組事例 

 ・成果と課題 

 ② 中間支援モデル調査 

 ・事業概要・取組団体 

 ・成果と課題 

③ 地方版官民連携プラットフォーム事業 

④ 官民・民民連携 

 

（２）意見交換【進行：吉田 NPOセンター事務局長、又は大西参与】 

 

５ スケジュール 

３月   担当幹事会①（今後の進め方の相談） 

４～５月 担当幹事会②（分科会の内容の相談） 

５～６月 分科会２  
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（案） 

分科会３幹事団体打ち合わせ アジェンダ 

日程調整中 
オンライン

■本日の打ち合わせ趣旨
①孤独・孤立対策強化月間における孤独・孤立相談ダイヤルの実施について
②孤独・孤立相談ダイヤルの実施体制に関するご連絡

□①孤独・孤立対策強化月間における孤独・孤立相談ダイヤルの実施について
・今年度の実施に関する概要についてご報告

□②孤独・孤立相談ダイヤルの実施体制に関するご連絡
・試行実施の具体な運用体制に関して、事務局よりご説明
（社会的包摂サポートセンター 遠藤事務局長様）

■次回打ち合わせ
・
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「孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による特色ある取組の推進」 

 

■取組内容について  

１「集約（知る）」 

     地方における既存の活動から、孤独・孤立対策に資する官民・民民連携による孤独・孤立

の予防等に資すると考えられる取組事例を集める。 

２「紹介（知ってもらう）」 

   様々な分野による関係機関・法人・企業などが参画し連携している取組事例を対象とし、

その内容に応じ事例を分別して、会員をはじめ自治体や関係機関へ事例紹介する。 

 

■提出状況 

   計 86件 

 

■公表について 

   提出事例のうち、計 81件を対象として以下の内容で公表を検討予定。 

  １．取材を行い、記事を作成して一般向けに公表（７事例） 

   ・電子居場所（ひきこもり状態にある者を対象とした電子媒体を活用した居場所）  

／兵庫ひきこもり情報ポータルサイト【大西参与】 

・生活困窮者のペット飼育支援事業【大西参与】 

・地域密着型サードプレイスによる「相談・参加・地域づくり」の一体的支援事業 

【山本室長】 

・シチズンサポートプロジェクトによる社会的孤立・孤独の一次予防 （JST-RISTEX）【山本室長】 

・子供・長寿・居場所区市町村包括補助事業（3C区市町村包括補助事業）【湯浅氏】 

・次世代の小規模公園のあり方と管理方法に関する研究 

～地域住民の孤立孤独予防に資する公園～【湯浅氏】    

・バーチャルフォトウォークを利用した高齢者・障がい者支援【奥山氏分】  

  ２．提出事例をパワポ形式で整え一般向けに公表（19事例） 

  ３．エクセルリストにて、PF会員専用ページにて限定で公表（81事例） 

  ４．公表対象外（５事例） 

 

資料４ 
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■スケジュールについて 

７月～８月  担当幹事打合せ 

・調査項目の検討、サンプルの確認、集約方法、募集案内の検討 

10月～     取組事例の募集開始（～11月 30日） 

11月～12月 取組事例の紹介方法の検討・確定 

1月～２月  取組事例の深堀取材 

２月     提出者公表確認 

３月 11日  担当幹事打合せ 

３下旬    官民連携 PFホームページにて事例公表 
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